
成
熟
社
会
に
必
要
な
自
己
修
復
機
能
（
２
０
１
７
・
９
・
２
８
） 

  

ト
カ
ゲ
や
ヤ
モ
リ
は
襲
撃
さ
れ
た
と
き
、
尻
尾
や
手
足
を
切
断
し
て
逃
走
す
る
が
、
時
間
と
と
も
に
再
生
す
る
こ
と
は
有

名
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
襲
撃
さ
れ
た
と
き
、
表
面
の
ウ
ロ
コ
を
は
が
し
て
逃
走
す
る
ヤ
モ
リ
の
新
種
も
ア
フ
リ
カ
で
発
見

さ
れ
て
い
る
。
人
間
で
も
皮
膚
の
怪
我
な
ど
を
修
復
す
る
能
力
や
体
温
が
上
昇
し
た
と
き
に
平
熱
に
回
復
さ
せ
る
能
力
が
あ

る
よ
う
に
、
こ
れ
は
数
多
く
の
生
物
が
保
有
す
る
特
徴
で
、
自
己
修
復
機
能
と
い
う
。 

 

最
近
、
人
間
が
製
造
し
た
機
械
や
装
置
な
ど
に
自
己
修
復
機
能
を
付
与
す
る
研
究
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
・
シ
ュ
ワ
ル

ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
主
演
の
映
画
『
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
』
に
登
場
し
、
銃
弾
や
火
炎
で
負
傷
し
て
も
瞬
時
に
回
復
す
る
人
造
人
間

「
Ｔ
八
〇
〇
」
の
実
現
で
あ
る
。
当
初
は
現
場
で
の
補
修
が
困
難
な
兵
器
や
、
同
様
に
外
部
か
ら
の
修
理
が
期
待
で
き
な
い

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
躯
体
へ
の
応
用
が
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
日
常
生
活
で
使
用
さ
れ
る
民
生
技
術
へ
拡

大
し
て
い
る
。 

 

い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
実
用
に
な
っ
て
い
る
技
術
で
は
、
特
殊
な
物
質
を
混
合
し
た
塗
料
を
自
動
車
の
表
面
に

塗
布
し
、
洗
車
に
よ
る
軽
度
な
傷
な
ど
を
自
動
修
復
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
の
強
化
ガ
ラ
ス
の
表
面
は
同
様

の
機
能
を
も
つ
フ
ィ
ル
ム
で
被
覆
さ
れ
、
軽
度
な
傷
は
自
動
修
復
さ
れ
る
が
、
最
近
、
衝
撃
に
よ
っ
て
五
〇
倍
程
に
膨
張
す

る
素
材
が
開
発
さ
れ
、
そ
れ
を
表
面
に
使
用
す
れ
ば
、
割
れ
た
と
き
に
素
材
が
膨
張
し
て
傷
口
を
自
動
修
復
す
る
こ
と
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。 

 

道
路
や
建
物
に
使
用
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
時
間
と
と
も
に
収
縮
し
て
亀
裂
が
で
き
、
雨
水
と
空
気
が
侵
入
し
て

鉄
筋
が
腐
食
し
て
い
く
。
そ
こ
で
建
設
時
点
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
バ
ク
テ
リ
ア
を
混
入
し
、
そ
れ
が
触
媒
と
な
っ
て
雨
水
と

空
気
か
ら
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
生
成
さ
れ
て
亀
裂
を
封
鎖
し
、
内
部
の
鉄
筋
が
保
護
さ
れ
る
工
法
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
す

で
に
実
験
で
は
成
功
し
て
お
り
、
実
用
に
な
れ
ば
、
既
存
の
社
会
基
盤
の
維
持
補
修
に
苦
闘
し
て
い
る
立
場
に
と
っ
て
は
朗

報
と
な
る
。 

 

現
在
の
電
化
製
品
も
産
業
機
械
も
集
積
回
路
が
制
御
し
て
い
る
が
、
そ
の
素
子
が
故
障
す
る
と
交
換
す
る
以
外
に
修
復
の

方
法
が
な
い
。
し
か
し
、
大
半
の
集
積
回
路
は
一
定
年
数
し
か
備
蓄
さ
れ
な
い
た
め
、
製
品
全
体
を
新
品
に
交
換
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
常
温
で
も
液
状
の
導
電
性
金
属
を
数
ミ
ク
ロ
ン
の
カ
プ
セ
ル
に
封
入
し
、
あ
ら
か
じ
め
回
路
の
各
所
に
埋

め
込
ん
で
お
き
、
回
路
が
故
障
し
た
と
き
に
は
、
付
近
の
カ
プ
セ
ル
の
金
属
が
流
出
し
て
回
路
を
修
復
す
る
技
術
も
研
究
さ

れ
て
い
る
。 

 

ロ
ボ
ッ
ト
の
自
己
修
復
機
能
も
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
指
先
な
ど
を
柔
軟
な
高
分
子
材
料
で
製
作
し
、
損
傷
し

た
と
き
に
は
加
熱
し
て
か
ら
冷
却
す
る
と
当
初
の
形
状
に
回
復
す
る
。
現
状
で
は
外
部
か
ら
の
加
熱
と
冷
却
が
必
要
で
あ
る

が
、
そ
の
能
力
を
本
体
に
内
蔵
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
か
ら
、
自
己
修
復
も
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
躯
体
と
前
述
の

制
御
素
子
の
自
己
修
復
機
能
を
一
体
に
す
れ
ば
、
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
の
世
界
を
実
現
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
も
可
能
に
な
る
。 

 

自
己
修
復
機
能
は
研
究
の
契
機
と
な
っ
た
兵
器
産
業
や
宇
宙
開
発
に
は
重
要
で
あ
る
が
、
一
般
社
会
に
も
必
要
で
あ
る
。

日
本
に
は
七
〇
万
余
の
橋
梁
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
耐
用
年
数
は
五
〇
年
と
さ
れ
る
。
毎
年
一
万
以
上
が
建
設
さ
れ
た
高
度

経
済
成
長
時
代
の
橋
梁
は
次
第
に
耐
用
年
数
に
接
近
、
一
五
年
後
に
は
全
体
の
七
割
に
な
る
。
道
路
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も

天
井
の
崩
落
事
故
が
記
事
に
な
る
よ
う
に
、
劣
化
が
進
行
し
て
一
五
年
後
に
は
半
数
が
耐
用
年
数
を
超
過
し
、
本
格
補
修
か

再
築
が
必
要
に
な
る
。 

 

最
近
、
自
宅
の
空
調
設
備
が
不
調
に
な
り
、
修
理
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
制
御
素
子
の
在
庫
が
な
く
、
高
額
の
費
用
で
全
部

を
更
新
す
る
破
目
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
企
業
や
社
会
に
も
共
通
す
る
事
態
で
、
装
置
を
購
入
し
、
施
設
を
建
設
す
る
と
き
は

耐
用
年
数
を
想
定
し
な
い
傾
向
に
あ
る
が
、
現
在
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
更
新
費
用
の
捻
出
方
法
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
自
己
修
復
機
能
を
内
蔵
す
る
技
術
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。 


